
鶴岡工業高等専門学校 開講年度 平成30年度 (2018年度) 授業科目 地理学
科目基礎情報
科目番号 0012 科目区分 一般 / 選択必修
授業形態 授業 単位の種別と単位数 学修単位: 1
開設学科 _5年共通選択科目 対象学年 5
開設期 後期 週時間数 1
教科書/教材 鈴木康弘（2001）活断層大地震に備える，筑摩書房
担当教員 澤 祥
到達目標
地震について理学的に理解できる．特に，活断層がおこす直下型地震の性質を理解し，その知識を市民としての防災意識に転換できるようにな
る．
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安

評価項目1 変動地形学と地震学の基礎を理解
し防災意識を主体的に持てる

変動地形学と地震学の基礎を理解
できる

変動地形学と地震学の基礎を理解
できない

評価項目2
評価項目3
学科の到達目標項目との関係
教育方法等
概要 地震学の初歩的事項を扱う．自然現象である地震を理学的に解説し，同時に社会現象である地震災害についても説明す

る．
授業の進め方・方法 講義形式で行う．

注意点 毎回，受講票を配布する．興味を持った事項や疑問点を記入し提出する．教員がそれに回答をし学生に返却する．学生
は受講票を活用し，理解を深めて欲しい．

事前・事後学習、オフィスアワー
授業計画

週 授業内容 週ごとの到達目標

後期

3rdQ

1週 地震の正体，断層と地震，活断層とは何か 地震学の基礎が理解できる
2週 地震発生のメカニズム 地震学の基礎が理解できる
3週 プレートテクトニクス 地球物理学の基礎が理解できる
4週 プレー間地震とプレート内地震 地球物理学の基礎が理解できる
5週 地震の基礎知識１，断層運動・弾性反発説 地震学の基礎が理解できる
6週 地震の基礎知識２，マグニチュードと震度 地震学の基礎が理解できる
7週 活断層１，活断層の定義・性質 変動地形学の基礎が理解できる
8週 活断層２，活断層の認定 変動地形学の基礎が理解できる

4thQ

9週 活断層３，活断層がおこす内陸直下型地震 変動地形学の基礎が理解できる
10週 庄内の地震環境１，庄内平野東縁断層帯 地元の地震環境が理解できる
11週 庄内の地震環境２，1894年庄内地震 地元の地震環境が理解できる
12週 庄内の地震環境３，日本海東縁歪み集中帯 地元の地震環境が理解できる
13週 庄内の地震環境４，新潟地震と1833年庄内沖地震 地元の地震環境が理解できる
14週 山形県の地震危険度 地元の地震環境が理解できる
15週 火山国・地震国日本で災害と共存する 災害について主体的に考えられる
16週

モデルコアカリキュラムの学習内容と到達目標
分類 分野 学習内容 学習内容の到達目標 到達レベル 授業週

基礎的能力 自然科学
ライフサイ
エンス/ア
ースサイエ
ンス

ライフサイ
エンス/ア
ースサイエ
ンス

陸地および海底の大地形とその形成を説明できる。 2
地球の内部構造を理解して、内部には何があるか説明できる。 2
マグマの生成と火山活動を説明できる。 2
地震の発生と断層運動について説明できる。 2
地球科学を支えるプレートテクトニクスを説明できる。 2
プレート境界における地震活動の特徴とそれに伴う地殻変動など
について説明できる。 2

評価割合
試験 発表 相互評価 態度 ポートフォリオ その他 合計

総合評価割合 100 0 0 0 0 0 100
基礎的能力 100 0 0 0 0 0 100
専門的能力 0 0 0 0 0 0 0
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0


